
サイクル政策関係・プルサーマル関係

Ｎｏ． 質問内容 回　答

1
ＭＯＸ燃料工場は、いつ頃から建設、
試運転、操業するのか。

2

核不拡散の観点から不必要なプルトニ
ウムの蓄積を防ぐことが重要と思われ
ますが、その意味からも再処理工場の
運開後、速やかなＭＯＸ工場の操業が
必要と考えます。再処理工場の運開
後、何時頃、ＭＯＸ燃料工場は操業を
始めるのでしょうか。

日本の高速増殖炉（ＦＢＲ）の開発状
況から考えて、１３０トンのＭＯＸ燃
料加工は必要でしょうか。ＦＢＲが未
成立なら、プルサーマルで利用可能で
しょうか。

3

現在、ＭＯＸ燃料工場の立地について
お願いをしているところであり、建設
工程については、県並びに六ヶ所村か
らの立地のご了解を頂いてから、速や
かに検討していきたいと考えていま
す。地元の立地了解を頂いた後に、国
の安全審査を経て、着工となります
が、着工から操業開始までおよそ５年
を要すると考えています。

プルトニウムの供給と需要のバランス
に関しては、六ヶ所再処理工場から回
収される核分裂性プルトニウムは本格
操業段階で毎年約５トン弱、海外の再
処理工場で回収されるプルトニウムは
累計約３０トンと想定されます。
 一方、需要面では、現在ある軽水炉が
１基当たり年間０．３トン～０．４ト
ンくらいの量を必要とし、電源開発の
大間発電所はフルＭＯＸ炉心で、年間
１．１トンくらいのプルトニウムを必
要とするため、プルサーマルが１６～
１８基導入された段階では、プルサー
マル用の需要が年間５～８トンと想定
されます。したがって、本格的にプル
サーマルが行われる段階では需要が供
給を上回ることとなり、長期的には一
定の期間でプルトニウムを利用してい
くことが可能と考えております。
なお、高速増殖炉は、完成すれば飛躍
的にウラン資源の有効利用が可能とな
り、長期的なエネルギーの安定供給に
貢献するものと考えております。
　　　　　【回答：電気事業連合会】
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Ｎｏ． 質問内容 回　答

4

プルサーマル計画は、トラブルなどに
より当初計画に比べ、随分遅れている
ようですが、日本で最初にＭＯＸ燃料
を使ってプルサーマルを行う発電所は
決定したのでしょうか。あるいは開始
する見通しは立っているのでしょう
か。

5

ＭＯＸ燃料を作っても、原子力発電所
で使うことはできるのか。また、プル
サーマルというらしいが、原子力発電
所で使う計画は進んでいるのか。

6

ＭＯＸ工場を造った後、実際の原子力
発電所でどう使われていくのか。その
計画はどうなっているのか。使われな
ければ、工場を造る意味がないのでは
ないか。

7

現在プルサーマルは順調に進んでいる
とは言えない状況ではないでしょう
か。その中でＭＯＸ加工工場を稼働し
ても大丈夫なのですか。

8

プルサーマルでの発電について、全国
の動きを考えてほしい。使うところが
ないとＭＯＸ燃料を作る意味がないの
ではないか。

電気事業連合会は、２００３年１２月、原子
燃料サイクルを推進しプルサーマル実現を目
指すという基本的な考え方に変わりがないこ
とを再確認するとともに、２０１０年度まで
に合計１６～１８基のプラントでのプルサー
マル導入を目指して取り組むことを、再度公
表しております。
その後の各社のプルサーマル計画推進に向け
た動きとしては、電源開発が２００４年３月
１８日に大間発電所の原子炉設置許可申請を
行い、２０１０年度のＭＯＸ燃料装荷を目指
して準備を進めています。また、九州電力で
は、２００４年４月２８日に玄海３号機でプ
ルサーマルを行うことを決定・公表し、５月
２８日には原子炉設置変更許可申請を行うと
ともに、安全協定に基づき、佐賀県および玄
海町に事前了解願いを提出しております。な
お、２月１０日に原子力安全・保安院から原
子力安全委員会及び原子力委員会に対し、玄
海３号機におけるＭＯＸ燃料の使用に係る原
子炉設置変更許可申請を諮問いただいており
ます。
さらに四国電力は、２００４年５月１０日、
伊方３号機でのプルサーマル計画の具体的計
画がまとまったとして、愛媛県および伊方町
に安全協定に基づき事前了解願いを提出し、
１１月１日には、愛媛県ならびに伊方町から
原子炉設置変更許可申請を行うことの了承が
得られたことから、同日、 国に対し申請を
行っております。
一方、関西電力は２００４年３月、高浜発電
所用のＭＯＸ燃料製造に向けた基本契約を
メーカと締結し、２００７年に１６体のＭＯ
Ｘ燃料を受け入れるとの計画を公表。さらに
７月には、海外加工メーカ等の品質保証シス
テムが適切である旨確認しております。その
後、２００４年８月に美浜３号機でトラブル
が発生したため、現在は事故の原因究明、再
発防止策を最優先に取り組んでいるところで
あると聞いております。
この他の電力会社においても、プルサーマル
計画の実施に向け、地元の理解が得られるよ
う活動を続けているところでございます。
今後、私ども電気事業者は、地元をはじめと
する皆様の信頼の回復を第一義にご理解が得
られるよう、より一層努力し、一日も早いプ
ルサーマル計画の実施と六ヶ所再処理工場を
はじめとする原子燃料サイクル事業の着実な
推進に向け、業界が一丸となって不退転の決
意で取り組んでいく所存でございます。
　　　　　　　　【回答：電気事業連合会】
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一民間企業がプルサーマル計画を進め
ると言っても、経済情勢や世界の核拡
散防止の観点から、政策が変わって核
燃料がたまりすぎてしまう心配はない
のか。

9

原子燃料サイクルを含めた原子力発電
の推進は、エネルギーセキュリティの
確保と環境保全の観点から、「原子力
長期計画」や「エネルギー基本計画」
において常に国の重要なエネルギー政
策として位置付けられており、昨年
１１月の新計画策定会議の中間取りま
とめにおいても、堅持することが再確
認されています。プルサーマル及び再
処理は、ウラン資源を節約できるとい
う意義があり、原子燃料サイクル技術
は、商業的に確立するまでに長期間を
要することから、今から着実に進める
ことが肝要と考えています。
プルサーマルは民間企業である電力会
社が実施させていただいております
が、このようにプルサーマルを推進す
るという国の大方針があり、一民間企
業の立場というよりは、むしろ国の方
針にしたがって、動いているものとご
理解いただきたいと思います。
今後とも我々電気事業者は、皆様から
プルトニウムが余る、貯まり過ぎると
いう心配を抱かれないよう、プルサー
マル計画の推進に向け、一生懸命頑
張って取り組んで参りますので、ご理
解の程よろしくお願いいたします。
　　　　　【回答：電気事業連合会】
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10

再処理工場が稼働し、本当にプルトニ
ウムを取り出すことが決まっているの
か。

11

ＭＯＸ燃料工場の必要性について改め
て説明願いたい。

12

安全性を強調するそばから、日本の原
子力施設は事故やトラブルが発生し、
目に余るものがある。巨費を投じての
核燃料サイクルは見直すべきではない
か。

エネルギー資源の極めて乏しい我が国
において、原子燃料サイクルを含めた
原子力エネルギーの利用については、
長期的なエネルギーセキュリティの確
保、ウラン資源の有効活用、環境負荷
の低減という観点から、原子力長期計
画、あるいはエネルギー基本計画にお
いても重要なエネルギー政策と位置づ
けられています。また、昨年の１１月
には原子力委員会の新計画策定会議に
おいて、使用済燃料を再処理し、回収
されるプルトニウムやウランを有効利
用することを基本方針とする旨の中間
報告がなされています。
このように再処理工場及びＭＯＸ燃料
工場については、我が国のエネルギー
政策上、必要不可欠であり、長期的な
視点に立って着実に推進していくこと
が必要です。
なお、昨年のコスト等検討小委員会に
おいて、原子力の発電コストは、火
力、水力等の他の電源と比較しても遜
色のないものと評価されています。
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13

ＭＯＸ燃料は再処理できるのか。通常
の使用済核燃料と使用済ＭＯＸ燃料で
は、その後の取扱いに違いはあるの
か。

14
ＭＯＸの燃えカス（使用済燃料）は、
また再処理するのですか。

15
使用済みのＭＯＸ燃料は再度リサイク
ルできるのか。その実績はあるのか。

16

ＭＯＸ燃料は再処理するのか。すると
すればどこで、いつからやるのか。

17

使用済みのＭＯＸ燃料はどうするので
すか。

18

ＭＯＸ燃料は現在建設中の再処理工場
で再処理できるのですか。できない場
合は使用済ＭＯＸ燃料はどのように処
理、処分する計画なのでしょうか。

使用済ＭＯＸ燃料の再処理を可能とす
る再処理工場（第二再処理工場）につ
いては、現行原子力長計において
２０１０年頃から検討が開始されるこ
とが適当とされており、また、今回の
新計画策定会議の「核燃料サイクル政
策についての中間とりまとめ（１１月
１２日）」においても、「中間貯蔵さ
れた使用済燃料の処理の方策は、六ヶ
所再処理工場の運転実績、高速増殖炉
及び再処理にかかる研究開発の進捗状
況、核不拡散を巡る国際的な動向等を
踏まえて２０１０年頃から検討を開始
します。この検討は、基本方針を踏ま
え柔軟性にも配慮して進めるものと
し、その処理に必要な施設の建設・操
業が六ヶ所再処理工場の操業終了に十
分に間に合う時期までに結論を得るこ
ととする」とされており、事業者とし
ては、当面、適切に貯蔵・管理してい
くこととしております。
 
　　　　　【回答：電気事業連合会】
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19

ＭＯＸ燃料工場運転終了後の解体廃棄
物はどこで最終処分するのですか。

ＭＯＸ燃料工場の解体廃棄物は、超ウ
ラン元素を含む放射性廃棄物になると
考えられます。この処分の基本的な考
え方については、平成１２年に原子力
委員会の専門委員会で示されておりま
すが、ＭＯＸ燃料工場の運転を終了す
る時点までに具体的な処分方法等につ
いて検討していくこととしておりま
す。

20

ＭＯＸ燃料工場以外に、どのような工
場を作る計画があるのか。

再処理工場の操業に伴ない発生する廃
棄物を貯蔵する建物の建設計画があり
ますが、これは操業に伴って増設して
いくこととしております。また、低レ
ベル放射性廃棄物の次期埋設施設の調
査を、現在、六ヶ所サイトの中で行っ
ておりますが、これはまだ具体的な建
設計画に至っておりません。

21

大間では「ＭＯＸ」専用原発を建設す
ると聞いている。これからＭＯＸを他
の原発でも使用すると思うが、専用で
はないので安全上問題はないのか。

22

そもそも軽水炉では、ＭＯＸ燃料を使
用することを想定していなかったので
はないか。ＭＯＸ燃料を使用すること
で事故が発生するのではないかと考え
られるが、その点はどうなのか。

23

どこからＭＯＸ燃料工場のお金を用意
するのか。誰が出資するのか。

ＭＯＸ燃料工場に関する費用について
は、ＭＯＸ燃料の加工料金として電気
事業者から回収することになります。

現在の軽水炉でも燃焼が進むにつれて
プルトニウムが生成、燃焼しており、
原子炉の出力のうち30%がプルトニウム
の燃焼によるものです。したがって，
プルトニウムを燃料として利用するこ
とは特に新しいことではなく、既に従
来から行われているものといえます。
現在ある軽水炉では、炉心に入れるＭ
ＯＸ燃料の割合が３分の１程度まで
は、ＭＯＸ燃料のふるまいとウラン燃
料の大きな差はなく、ウラン燃料と同
様に原子炉の安全性を確保できます。
これは原子力委員会の検討結果でも確
認されております。
　　　　 【回答：電気事業連合会】
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24

ＭＯＸ燃料工場が完成すると、国内で
使用するウランがどの程度節約できる
のか。

25

ＭＯＸ燃料の利用によりエネルギー自
給率が上がるとのことだが、具体的に
どの程度か。また石油に換算するとど
れくらいか。

26

海外の電力会社より依頼があったら、
海外へのＭＯＸ燃料の輸出も行うの
か。

六ヶ所再処理工場において生産される
ウラン及びプルトニウムは、電力会社
の所有物です。ＭＯＸ燃料工場におい
ては、電力会社から注文を受けて、そ
のウラン及びプルトニウムを原料とし
て、ＭＯＸ燃料の製造を行うことにな
ります。したがって、海外への輸出に
ついては、電力会社にて検討されるこ
とでありますが、現在、そういう話は
伺っておりません。

昨年１１月にとりまとめられた原子力
委員会の新計画策定会議の中間報告に
よりますと、プルサーマルによるウラ
ン資源の節約効果は１０～２０％程度
と評価されています。当社の試算で
は、約５トンの核分裂性のプルトニウ
ムをＭＯＸ燃料に加工して軽水炉で利
用した場合、発生する電気の量は、青
森県の電気使用量のおよそ４～５年分
と評価しており、これは石油に換算す
ると、約８００万トンに相当します。
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